
令和２年度 事業報告 

令和２年度においては、ＪＲ各社のご助成と鉄道弘済会のご援助により、計画した事業

を予定通り実施することができました。 

各事業の概況は次のとおりです。 

１．低利融資事業（第一種社会福祉事業） 

  身障者の生活を維持向上させるため、経済的に援助することを目的として、昭和２７ 

年に開始されました。 

  当時、国鉄から２００万円、鉄道弘済会から４００万円のご寄付をいただき、資金が

設けられました。その後鉄道弘済会からの特別助成金等により、現在資金は６，０１０

万円となっています。 

  なお前年同期に比較して、貸付件数は２件で、金額は△５１０，０３４円となってい

ます。 

２．更生相談事業（第二種社会福祉事業） 

  中央及び地方協会が相談に応じた実績は、下表のとおり。 

方法・ 

内容 
融資 生活 職業 年金等 医療 補装具 就学 共済他 計 

面 接 ３ ３ 

通 信 ８ ２１ ６６ ９５ 

訪 問 

計 ８ ２１ ６９ ９８ 

（注）取扱期間：令和２年４月１日～令和３年３月３１日 

前年同期に比べ８４件の減となっています。 

３．顕彰事業（公益を目的とした事業） 

（１）身障者下山賞

昭和２４年故下山国鉄総裁のご遺族から贈られた寄付金をもとに、国鉄の業務上の

事故により身体に障害を負った者の自立の努力による功績を顕彰するために設けられ

たものです。 

表彰は、昨年度の第７０回で区切りとし、当年度は１０月２７日に「身障者下山賞

感謝の会」を予定していたが、感染症拡大により中止となった。上映予定だった「身

障者下山賞のあゆみ」を関係各所に配布した。 



（２）特別功労賞

平成１４年、鉄道身障者福祉協会の創立５０周年記念として、地方協会の発展に

特段に功労のあった会長又は、地方協会三役として永きにわたり会長を支え、会長

に準ずるような功労のあった者等を表彰する制度を設けた。 

 令和２年度は次の方を受賞者と決定し、第２回評議員会において表彰式を行いま

した。 

東日本東北鉄道身障者協会 事務長 宮田 英仁 氏 ７２歳 

西日本中国鉄道身障者協会 事務長 道木 弘司 氏 ７５歳 

（年齢は令和２年８月１日時点） 

（３）鉄道９０年記念奨励賞

昭和３７年鉄道開業９０周年の記念事業として設けられた顕彰事業で、当時国鉄

から３００万円、鉄道弘済会から２００万円のご寄付をいただき、これを基金とし

て創設されました。 

当年度は第５８回を迎え、次の方々が受賞されました。また席上「鉄道９０年記

念奨励賞」に該当した３名の方々の発表を行いました。 

第５８回 鉄道９０年記念奨励賞 

「論文または作品」については、令和２年８月２８日開催の選考委員会において、

次の方々を受賞者と決定しました。 

論文または作品 ―パラリンピックの先にあるものについて考えてみよう― 

（敬称略） 

順 位 氏 名 年 齢 障 害 状 況 職 業 居住地 

第１位 小松崎 潤 ３６歳 会 社 員 東京都 

第２位 小原 忍 ４２歳 社会福祉士 愛知県 

第３位 田形 隆尚 ５７歳 右下腿切断、左大腿切断 自 営 業 熊本県 

（年齢は令和２年９月１日時点） 

４．出版事業 

当協会の発行する身障者福祉専門誌「リハビリテーション」は、昭和２８年に創刊

し、当年度末で６２６号を数えます。発行回数は年１０回で、毎号あたり３，６００

部発行しています。なお、公益財団法人鉄道弘済会にご援助いただき、全国の施設・

ＪＲ各本社及び主要駅等にも贈呈しています。 



当年度９月号をもって休刊とし、１１月に懸賞作品特集を臨時号として発行しまし

た。 

４月号  （NO. ６２２） バリアフリー考 

５月号  （NO. ６２３） 障害者のファッションガイダンス 

６・７月号（NO. ６２４） 熟達者たち―先端で活躍する障害者― 

８月号  （NO. ６２５） 熟達者たち②―先端で活躍する障害者― 

９月号  （NO. ６２６） 災害時の心得―障害のある人たちへの減災・防災― 

臨時号 懸賞作品特集

【課題】パラリンピックの先にあるものについて考えてみよう 

５．義肢製作費補助事業 

  鉄道従事者に肢切断による公務障害者が多いことから、鉄道弘済会では義肢を製作す

る場合に障害者本人が負担する経費を補助する制度を設けていましたが、当協会の会員

の利用が多いことなどから、昭和６２年に制度の移管を受けたものです。 

 当年度中の取扱い件数は１３件で、給与した金額は１８３千円となっております。こ

れは、前年度と比較して３件の減、金額は同額となっております。 

６．共済事業 

  現在の総資産は、４９，６５９千円です。 

令和３年３月末現在の給付実績は、件数で６３件、金額で１，２２０千円。前年同期

比では、件数で１４件の増、給付金額で２９０千円の増となっております。 

７．ＪＲ会社増収協力活動 

 かねてより当協会会員に対し、ＪＲ会社への増収協力を呼びかけており、地方協会

でも工夫を重ね、旅行会を実施する等努力しております。 

当年度中の実績は次のとおりです。 

（単位：千円） 

期 別 件 数 延 人 員 金 額 

上 期 分 １７９ ３１４ ２，８８０ 

下 期 分 １７８ ２３２ ２，０２７ 

令和２年度計（Ａ） ３５７ ５４６ ４，９０７ 

令和元年度計（Ｂ） ９５６ １，７６１ ２０，６１９ 

増減（Ａ）―（Ｂ） △５９９ △１，２１５ △１５，７１２





財  産  目  録
(令和03年03月31日　現在)

社福）鉄道身障者福祉協会

法人事業合計  １様式 （単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取  得  価  額 減価償却累計額 貸借対照表価額

Ⅰ　資産の部 0 0 0

 １．流動資産 0 0 0

 現金預金 0 0 0

 現金 本部他 運営資金 0 0 176,308

 預金 0 0 102,996,481

 普通預金 事業資金合計 0 0 101,542,760

 普/三菱東京UFJ 90978 三菱UFJ銀行 本部事業資金 0 0 308,249

 普/三井住友信託 3473 三井住友信託銀行 本部事業資金 0 0 7,368,745

 普/三井住友 618475 三井住友銀行 融資事業資金 0 0 46,349,646

 普/三井住友信託 3464 三井住友信託銀行 融資事業資金 0 0 1,969,267

 普/みずほ 1201739 みずほ銀行 共済事業資金 0 0 13,919,383

 普/三井住友信託 3206 三井住友信託銀行 共済事業資金 0 0 5,779,410

 三菱東京UFJ 76570 顕 三菱UFJ銀行 顕彰事業資金 0 0 888,055

 三菱東京UFJ 76596 出 三菱UFJ銀行 出版事業資金 0 0 446,151

 東京三菱UFJ 77275 更 三菱UFJ銀行 更生事業資金 0 0 24,490,454

 三井住友信託銀、東京 三井住友信託銀行 本部事業資金 0 0 23,400

 ゆうちょ銀行 4362668 ゆうちょ銀行 出版事業資金 0 0 0

 振替貯金 ゆうちょ銀行 出版事業資金 0 0 1,453,721

 小計 0 0 103,172,789

 有価証券 0 0 39,844,705

 第60回利付国庫債券 0 0 10,064,821

 第62回利付国庫債券 0 0 9,990,200

 第152回共同発行市場 0 0 10,000,000

 利付国債券（20年）60回 0 0 9,789,684

 事業未収金 0 0 0

 未収金 0 0 37,710

 貸付金 0 0 1,790,837

 仮払金 0 0 166,315

　流動資産合計 0 0 145,012,356

 ２．固定資産 0 0 0

(１)基本財産 0 0 0

 土地 0 0 0

 建物 0 0 0

 定期預金 0 0 10,461,000

　基本財産合計 0 0 10,461,000

(２)その他の固定資産 0 0 0

 土地 0 0 0

 建物 0 0 0

 構築物 0 0 0

 器具及び備品 富士ゼロックス東京 2017年9月 事務処理等 486,000 153,900 40,500

ソフトウェア 日通システム会計システム 2013年3月 会計処理 682,500 682,500 0

 その他の固定資産合計 0 0 40,500

　固定資産合計 0 0 10,501,500

　資産の部合計 0 0 155,513,856

Ⅱ　負債の部 0 0 0

 １．流動負債 0 0 0

 短期運営資金借入金 0 0 0

 事業未払金 0 0 0

 その他の未払金 0 0 0

 未払費用 0 0 186,464

 預り金 0 0 87,377

 職員預り金 0 0 0

　流動負債合計 0 0 273,841

 ２．固定負債 0 0 0

 設備資金借入金 0 0 0

 長期運営資金借入金 0 0 0

　固定負債合計 0 0 0

　負債合計 0 0 273,841

　差引純資産 0 0 155,240,015




